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人　口／／ 3,410 人
　男　／／ 1,576 人
　女　／／ 1,834 人
世帯数／／ 1,７55 戸

平成27年6月30日現在

奈半利町ホームページ　http://www.town.nahari.kochi.jp/

　 町のニュース
　 議会だより　Ｖｏｌ.143
　 マイナンバー制度
　 中学校だより
　 ヘルスメイト ほか　
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

７
月
４
日（
土
）、
お
う
ち
文
庫
で
七
夕
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
に
、七
夕
を
祝
い
、

短
冊
に
願
い
事
を
書
い
た
り
、
折
り
紙
で
七
夕
飾
り
を
作
り
竹

に
飾
り
つ
け
を
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
29
人
の
参
加
が
あ
り
、
お
う
ち
文
庫

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
い
お
祭
り
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
飾
り
つ
け
を
し
た
竹
は
み
ん
な
の
お
う
ち
の
入
り
口

に
飾
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
奈
半
利
駅
に
も

飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
う
ち
文
庫
は
毎
週
土
曜

日
に
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
楽
し
め

る
さ
ま
ざ
ま
な
本
が
置
い
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

６
月
21
日（
日
）に
奈
半
利
港
緑
地
公
園

で
、
平
成
27
年
度
奈
半
利
町
長
杯
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

雨
天
の
た
め
１
週
間
延
期
さ
れ
た
当
日

は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
16
歳
か
ら
68
歳

ま
で
の
幅
広
い
年
代
で
構
成
さ
れ
た「
安

芸
高
校
」「
オ
ー
ル
ド
パ
ワ
ー
ズ
」「
高
知

銀
行
」「
奈
半
利
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球

部
父
兄
会
東
町
支
部
」「
奈
半
利
町
役
場
」

「
ほ
り
だ
し
チ
ー
ム
」の
６
チ
ー
ム
で
熱
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
点
差
試
合
や
、
サ
ヨ
ナ
ラ
ゲ
ー
ム
あ

り
の
混
戦
を
制
し
て
の
決
勝
戦
は
、
元
気

い
っ
ぱ
い
の
安
芸
高
校
チ
ー
ム
と
、
大
会

当
日
開
会
式
直
前
に
結
成
さ
れ
た
、
ほ
り

だ
し
チ
ー
ム
の
対
戦
と
な
り
、
試
合
中
盤

ま
で
接
戦
を
演
じ
ま
し
た
が
、
最
後
は
若

さ
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
た
安
芸
高

校
が
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
準
備
、
運
営
、
片
付
け
に
は
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
、
参
加
チ
ー
ム
の

方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
ご
参
加
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 町

長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

七
夕
ま
つ
り
開
催

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
優　

勝　

安
芸
高
校

☆
準
優
勝　

ほ
り
だ
し
チ
ー
ム

☆
第
３
位　

奈
半
利
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　

野
球
部
父
兄
会
東
町
支
部
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

５
月
28
日
に
高
知
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

高
知
県
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
総
会
に
お

き
ま
し
て
、
本
町
の
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

に
所
属
さ
れ
て
い
る
南
彌
久
さ
ん
が
、
全
国
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
名
誉
会
員
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
南
さ
ん
は
受
賞
者
の
代
表
と

し
て
挨
拶
を
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
盛
大
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、６
月
４
日
に
は
受
賞
の
報
告
の
た
め
来

庁
さ
れ
、
齊
藤
町
長
よ
り
、
長
年
の
功
労
を
称

え
、お
祝
い
と
感
謝
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

奈
半
利
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
は
、

「
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
活
動
し
て
お
り
ま
す
が
、
行
政
や
教
育
機
関

が
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

主
催
す
る
皆
さ
ん
も
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
食
事
か
ら
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
生
活
習

慣
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

南
彌
久
さ
ん

全
国
食
生
活
推
進
協
議
会
名
誉
会
員
表
彰
受
賞
！
　

な
は
り
き
れ
い
な
町
を
つ
く
ろ
う
会
で
は
６

月
７
日（
日
）に
、「
ふ
く
し
ま
と
奈
半
利
を
つ

な
ぐ
ひ
ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し
て
、
ひ

ま
わ
り
の
種
ま
き
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
ふ
く
し
ま
と
奈
半
利
を
つ
な
ぐ
ひ
ま
わ
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
は
、
ひ
ま
わ
り
を
栽
培
し
、

採
れ
た
種
を
福
島
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ャ
ロ
ー

ム
に
送
っ
て
種
油
の
製
品
化
を
支
援
す
る
も

の
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ャ
ロ
ー
ム
は
も
と
も
と
、

障
害
者
と
農
家
が
一
緒
に
栽
培
し
た
ひ
ま
わ
り

の
種
か
ら
油
を
搾
り
製
品
化
す
る
事
業
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
で
の
福
島
第

一
原
発
事
故
の
土
壌
汚
染
に
よ
り
栽
培
が
で
き

な
く
な
り
、
２
０
１
２
年
よ
り
全
国
に
呼
び
か

け
、
代
わ
り
に
ひ
ま
わ
り
を
栽
培
し
て
く
れ
る

協
力
者
を
募
っ
て
い
ま
し
た
。

　

種
ま
き
当
日
は
、
幼
稚
園
児
や
小
中
学
生
を

含
め
、約
150
人
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

大
人
、
子
ど
も
が
一
体
と
な
っ
て
作
業
を
行
っ

た
結
果
、
無
事
ひ
ま
わ
り
畑
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
は
り
き
れ
い
な
町
を
つ
く
ろ
う
会
で
は
今

後
も
こ
の
支
援
活
動
を
通
じ
、
地
域
住
民
の
交

流
や
農
村
環
境
の
景
観
保
全
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
他
活
動
に

つ
き
ま
し
て
も
地
域
に
即
し
た
効
果
的
な
活
動

に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

な
は
り
き
れ
い
な
町
を
つ
く
ろ
う
会
活
動
報
告
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☆
町
の
ニ
ュ
ー
ス

　

６
月
13
日（
土
）朝
９
時
か
ら
、
約
２
時
間

に
わ
た
り
、町
内
約
80
カ
所
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
清
掃
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
内
す
べ
て
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
住
民
の
方
々
に

少
し
で
も
青
年
会
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
内
の
各
イ
ベ
ン
ト
等
で

精
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
す
の
で
、
奈
半
利
町

青
年
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

６
月
13
日（
土
）午
後
２
時
か
ら
、
奈
半
利
町

民
会
館
で
ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
馬
路
村
を
お
迎
え
し
、
小
学
生
の
親
子

を
含
む
19
人
で
ユ
ズ
の
手
ご
ね
石
け
ん
作
り
を

体
験
し
ま
し
た
。
自
分
の
好
き
な
形
に
石
け
ん

を
作
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
参
加
者
そ
れ
ぞ

れ
の
想
像
力
が
発
揮
さ
れ
、
星
形
や
ユ
ズ
の
形

な
ど
様
々
な
石
け
ん
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

奈
半
利
町
青
年
会
で
は
、
青
年
会
だ
け
で
な

く
、
年
齢
に
関
係
な
く
交
流
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

青
年
会

　

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃

青
年
会
主
催  

ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト
開
催

　もっと幅広く活動するために、奈半利町青年会ではメンバーを
募集しています。
　港まつりや町民運動会など、町主催のイベントの他、青年会独
自のイベントも一緒に盛り上げていきませんか？
　少しでも気になった方、まずはご連絡ください。

≪連絡先≫
　奈半利町教育委員会内　奈半利町青年会事務局　濱渦まで
　　☎ ０８８７－３８－８１８８

あなたも
青年会に

入りませんか？
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議
長
及
び
副
議
長
の
選
挙
に
続

き
、
各
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委

員
会
等
各
委
員
会
の
委
員
が
選
任
さ

れ
る
な
ど
新
体
制
が
編
成
さ
れ
た
。

新
議
長
と
な
っ
た
安
岡
規
雄
議
長
は

就
任
の
あ
い
さ
つ
で
、『
少
子
高
齢

化
、
子
育
て
支
援
、
一
次
産
業
の
低

迷
・
後
継
者
不
足
等
々
、
当
町
に
は

課
題
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
皆
様
の

ご
協
力
・
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
町

執
行
部
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
』
と
の
決
意
を
表
明
し
た
。

　

新
組
織
の
構
成
は
、次
の
と
お
り
。

◆
議　

長　
　

安
岡　

規
雄
氏

◆
副
議
長　
　

竹
内　

哲
夫
氏

◆
常
任
委
員
会

 

（
◎
委
員
長
○
副
委
員
長
）

【
総
務
民
生
常
任
委
員
会
】　

◎
岩
内　

博　

○
寺
村
真
吾

大
西
洋
三
、
山
中　

茂
、
安
岡
規
雄

【
地
域
振
興
常
任
委
員
会
】

◎
中
川
和
明　

○
安
岡　

健

森
岡
昌
敏
、
木
下　

清
、
竹
内
哲
夫

◆
議
会
運
営
委
員
会

 

（
◎
委
員
長
○
副
委
員
長
）

◎
山
中　

茂　

○
寺
村
真
吾

安
岡　

健
、
岩
内　

博
、
中
川
和
明

◆
特
別
委
員
会

 

（
◎
委
員
長
○
副
委
員
長
）

【
ダ
ム
公
害
対
策
特
別
委
員
会
】　

◎
岩
内　

博　

○
山
中　

茂
、

安
岡
規
雄
、
竹
内
哲
夫
、
寺
村
真
吾
、

安
岡　

健
、
森
岡
昌
敏
、
木
下　

清
、

中
川
和
明
、
大
西
洋
三

【
広
報
編
集
特
別
委
員
会
】

◎
山
中　

茂　

○
中
川
和
明

森
岡
昌
敏
、
木
下　

清
、
大
西
洋
三

◆
中
芸
広
域
連
合
議
員

安
岡
規
雄
、
竹
内
哲
夫
、
岩
内　

博

◆
承　

認

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

２６

補
正
予
算
第
７
号
の
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

 

（
賛
成
者
全
員
・
承
認
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
、４
、７
２
８
万
円
を
減
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
額
を
そ
れ
ぞ
れ　

億
35

４
、
３
７
９
万
円
と
定
め
る
も
の
。

○
奈
半
利
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

 

（
賛
成
者
多
数
・
承
認
）

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
お
け
る
特
例
控

除
額
の
上
限
を
個
人
住
民
税
所
得
割

の
１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
る
こ

と
と
、
本
年
度
以
後
の
年
度
分
か
ら

適
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
軽
自

動
車
税
に
係
る
税
率
に
つ
い
て
、
適

用
開
始
を
１
年
間
延
期
し
、
平
成　
２８

年
度
分
以
後
の
年
度
分
か
ら
適
用
す

る
こ
と
と
す
る
も
の
。

○
奈
半
利
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

 

（
賛
成
者
多
数
・
承
認
）

　

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額

の
引
き
上
げ
と
５
割
軽
減
・
２
割
軽

減
の
基
準
の
見
直
し
を
行
う
も
の
。

◆
予　
　

算

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

２７

補
正
予
算
第
１
号

 

（
賛
成
者
全
員
・
可
決
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

３
３
１
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
を
そ
れ
ぞ
れ　

億
８
、
５
３
１

３０

万
円
と
定
め
る
も
の
。

◆
人　
　

事

○
奈
半
利
町
監
査
委
員
の
選
任
同
意

に
つ
い
て

 

（
賛
成
者
多
数
・
可
決
）

　

監
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

監
査
委
員
へ
選
任
の
同
意
を
求
め
る

議
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
者
多
数
で

同
意
さ
れ
た
。

氏
名　

大
西　

洋
三
氏

住
所　

奈
半
利
町
甲

生
年
月
日　

昭
和　

年
８
月　

日

２１

１６

●平成27年　第1回奈半利町議会臨時会

VOL.

143

　平成２７年４月２６日に行われた統一地方選挙後の初議会、平成２７年

第１回臨時会が５月８日に開催され、議会組織の編成が行われた。組

織編成に続き、執行部提出案件、承認案件３件、予算案件１件、人

事案件１件を原案通り承認、可決した。

　
　

組　
　

織　
　

　
　

議　
　

事　
　



6VOL.143　議会だより　葛

○
平
成　

度
の
決
算
見
込
み

２６

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
及
び
特

２６

別
会
計
の
収
支
の
状
況
は
、
一
般
会

計
で
は
、
歳
入
総
額　

億
４
、
４
９

３５

３
万
円
、
歳
出
総
額　

億
３
、
７
４

34

８
万
円
で
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ

き
財
源
６
、
３
９
６
万
円
を
差
し
引

き
、
実
質
収
支
額
は
４
、
３
４
９
万

円
と
な
る
見
込
み
。

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、

歳
入
総
額
１
億
３
、
５
６
１
万
円
、

歳
出
総
額
１
億
３
、
３
６
２
万
円

で
、
実
質
収
支
額
は
１
９
９
万
円
、

ま
た
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

で
は
、
歳
入
総
額
１
、
１
０
２
万
円
、

歳
出
総
額
９
６
９
万
円
で
、
実
質
収

支
額
１
３
３
万
円
と
な
る
見
込
み
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
で

は
、
歳
入
総
額
５
億
７
、
９
５
３
万

円
、
歳
出
総
額
５
億
６
、
８
０
９
万

円
で
、
実
質
収
支
額
は
１
、
１
４
４

万
円
、
ま
た
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
で
は
、
歳
入
総
額
５
、
７
３
６

万
円
、
歳
出
総
額
５
、
６
０
７
万
円

で
、
実
質
収
支
額
は
１
２
９
万
円
と

な
る
見
込
み
。

○
町　

営　

工　

事

　

町
道
工
事
は
、
平
成　

年
２
月
に

２７

発
注
し
た
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
事
業
に
よ
る
町
道
水
門
１
号
線
改

良
工
事
及
び
防
災
安
全
交
付
金
事
業

に
よ
る
町
道
役
場
前
線
側
溝
修
繕
工

事
が
平
成　

年
４
月
末
に
完
成
し
、

２７

通
学
路
と
し
て
の
安
全
性
の
確
保
や

利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

平
成　

年
８
月
の
台
風
災
害
の
復

２６

旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
林
道
平
山
線

１
号
箇
所
災
害
復
旧
工
事
、
堂
ケ
下

地
区
田
地
災
害
復
旧
工
事
、
佐
古
谷

川
・
改
谷
川
河
川
災
害
復
旧
工
事
、

町
道
平
花
田
線
道
路
災
害
復
旧
工
事

と
し
て
、
平
成　

年
４
月
に
工
事
発

２７

注
し
、
平
成　

年
６
月
末
の
工
事
完

２７

成
を
目
指
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
関
連
工
事

は
、
横
町
地
区
に
建
設
の
４
号
津
波

避
難
タ
ワ
ー
及
び
上
長
田
地
区
に
建

設
の
５
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー
が
平
成

　

年
３
月
末
に
完
成
。
ま
た
、
加
領

２７郷
地
区
の
避
難
路
を
平
成　

年
３
月

２７

に
発
注
し
、
平
成　

年
７
月
の
工
事

２７

完
成
を
目
指
す
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
付
件

数
、
寄
付
金
額
は
年
々
大
幅
に
増
加

し
て
お
り
、
平
成　

年
度
の
実
績

２６

は
、
件
数
で
前
年
度
対
比
４
・
８
倍

の
約
１
５
、
０
０
０
件
、
寄
付
金
の

総
額
は
約
２
億
２
、
８
０
０
万
円
。

本
年
度
も
５
月
末
時
点
で
、
寄
付
件

数
１
、
５
０
０
件
、
寄
付
金
額
２
、

７
０
０
万
円
で
、
件
数
及
び
金
額
と

も
前
年
度
を
大
き
く
上
回
る
と
想
定

し
て
い
る
。

　

取
り
組
み
で
得
た
財
源
を
活
用
し

て
、
小
中
学
校
へ
の
図
書
整
備
な
ど

の
教
育
支
援
策
、
第
２
子
以
降
の
保

育
料
無
料
化
な
ど
の
子
育
て
支
援

策
、
港
ま
つ
り
へ
の
補
助
な
ど
の
観

光
振
興
策
を
は
じ
め
、
多
く
の
地
域

活
性
化
施
策
が
実
現
で
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
、
贈
呈
品

の
充
実
を
図
る
た
め
、
特
産
品
や
商

品
開
発
の
た
め
の
加
工
施
設
や
販
売

所
の
建
設
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

新
た
な
産
業
の
振
興
、
雇
用
の
創

出
、
若
者
の
定
住
や
移
住
、
ま
た
所

得
向
上
等
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。
今
後
一
層
、
取
り
組
み

を
強
化
し
、
更
な
る
地
域
活
性
化
施

策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

○
認
定
こ
ど
も
園
な
は
り

　

幼
保
連
携
型
の
認
定
こ
ど
も
園
な

は
り
が
本
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
計　

人
９７

の
保
育
を
行
っ
て
い
る
。授
業
料
・
保

育
料
は
「
保
育
料
」
に
統
一
さ
れ
、

第
一
子
の
保
育
料
は
以
前
よ
り　

％
１０

程
度
減
額
、
第
二
子
以
降
か
ら
無
料

と
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
の
寄
付
を
活
用

し
、
子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
た
。

今
後
も
、
健
全
な
保
育
に
努
め
る
。

ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・
津
波
対

策
と
し
て
、
現
在
地
が
浸
水
区
域
と

想
定
さ
れ
て
い
る
幼
保
施
設
の
、
高

台
へ
の
移
転
作
業
を
進
め
て
い
く
。

　

こ
の
ほ
か
中
芸
行
政
組
合
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ

た
。

　
 

　６月定例会は、６月１１日に開会、町長からの行政報告の後、報告案件１件、条例案件２件、

中芸広域連合規約案件１件、予算案件２件、意見書２件を原案通り承認、可決、１２日に閉会

した。

　一般質問には６人が登壇し、安全・安心確保のための道づくり、住宅耐震の進捗状況、就

学援助奨学金の拡充、防犯カメラの設置などについて執行部の考えを 質 した。　
ただ

●平成27年　第2回定例会（6月）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）

（
要
旨
）
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◆
報　
　

告

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
か
ら
翌
年

２６

度
に
繰
り
越
し
た
繰
越
総
額
は
、
５

億
１
、
３
１
４
万
円
。

◆
条　
　

例

○
奈
半
利
町
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
設

置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

（
可
決
・
賛
成
者
全
員
）

　

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
設
置
、
管
理

等
に
関
す
る
条
例
に
平
成　

年
度
に

２６

横
町
地
区
に
建
設
し
た
４
号
津
波
避

難
タ
ワ
ー
と
同
じ
く
上
長
田
地
区
に

建
設
し
た
５
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を

追
加
す
る
も
の
。

 

○
奈
半
利
町
公
衆
便
所
設
置
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

（
可
決
・
賛
成
者
全
員
）

　

町
所
有
の
公
衆
便
所
の
設
置
、
管

理
等
に
関
す
る
条
例
に
平
成　

年
度

２６

に
ふ
る
さ
と
海
岸
に
設
置
し
た
公
衆

便
所
を
追
加
す
る
も
の
。

　
　

質　

疑　
　

問　

広
域
公
衆
便
所
と
同
等
の
取
り

扱
い
か
。

答　

お
見
込
み
の
と
お
り
。

◆
規　
　

約

○
中
芸
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て

 

（
可
決
・
賛
成
者
全
員
）

　

広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
あ
た
っ

て
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
、
関
係
地
方
公
共
団
体
と
の
協
議

及
び
関
係
地
方
公
共
団
体
議
会
の
議

決
が
必
要
の
た
め
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

　

◆
補
正
予
算

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
国
民
健
康

２７

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
第

１
号

 

（
可
決
・
賛
成
者
全
員
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
１
８
２
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
６
億
５
、
０
８

５
万
円
と
定
め
る
も
の
。

○
平
成　

年
度
奈
半
利
町
一
般
会
計

２７

補
正
予
算
第
２
号

 

（
可
決
・
賛
成
者
多
数
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

１
億
４
、
９
９
４
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ　

億
32

３
、５
２
４
万
円
円
と
定
め
る
も
の
。

　
　

質　

疑　
　

問　

分
譲
宅
地
は
草
刈
り
な
ど
管
理

を
き
ち
ん
と
す
る
べ
き
で
は
。

答　

売
れ
行
き
を
伸
ば
す
と
い
う
観

点
か
ら
も
、
注
力
し
て
管
理
し
て
い

き
た
い
。

問　

愛
光
園
高
台
避
難
路
へ
の
進
入

路
の
新
設
予
定
は
な
い
か
。

答　

具
体
的
な
計
画
は
、
今
の
と
こ

ろ
な
い
。

◆
意　

見　

書

○
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
具
体
化
す

る
安
全
保
障
法
案
の
廃
案
を
求
め

る
意
見
書

提
出
者
：
山
中　

茂
議
員

 

（
否
決
・
賛
成
者
少
数
）

○
地
方
財
政
の
充
実
強
化
を
求
め
る

意
見
書

提
出
者
：
寺
村
真
吾
議
員

 

（
可
決
・
賛
成
者
全
員
）

○
先
生
の
い
な
い
教
室
・
教
職
員
不

足
を
解
消
す
る
た
め
に
、
臨
時
教

職
員
・
正
教
職
員
確
保
の
た
め
の

一
層
の
施
策
充
実
を
求
め
る
意
見

書
提
出
者
：
岩
内　

博
議
員　

 

（
可
決
・
賛
成
者
全
員
）

 
○
平
成　

年
第
２
回
定
例
会
会
期
に

２７

つ
い
て
（
６
月
８
日
）

　

総
務
課
長
よ
り
定
例
会
提
出
議
案

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
協
議
を

行
っ
た
。

　

報
告
案
件
１
件
、
条
例
案
件
２

　

議
会
運
営
委
員
会

件
、
予
算
案
件
２
件
、
そ
の
他
の
案

件
１
件
、
意
見
書
３
件
、
一
般
質
問

通
告
６
件
の
審
議
等
を
行
う
た
め
の

会
期
を
６
月　

日
か
ら　

日
と
決
し

１１

１２

た
。

　
　

議　
　

事　
　

釜
鎌

鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
鞄
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森岡　昌敏　議員
高齢化・不景気のため、
消えゆく集落を守れるか
関係機関に対策の申し入れを／地域振興課長

　

太
陽
光
発
電
施
設
造
成
地 

か
ら
流
出
す
る
濁
水
対
策
を

問　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
太
陽
光

発
電
施
設
が
今
、
町
内
で
も
大
小
、
多

く
建
設
さ
れ
て
い
る
。
大
い
に
良
い
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
の
半
面
、
苦
情
も
数

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
町
と
し
て
ど

の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

　

降
雨
に
よ
り
低
い
方
に
水
・
土
砂
が

流
れ
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る

が
、
高
台
を
造
成
し
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
造
れ
ば
、
山
裾
で
田
畑
を
作
り
生
活

し
て
い
る
住
民
は
大
変
で
あ
る
。
雨
が

降
れ
ば
造
成
さ
れ
た
敷
地
か
ら
土
砂
が

流
れ
出
す
た
め
、
掘
り
上
げ
を
し
て
お

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
高
齢
者
が
土

地
を
守
り
、
田
畑
を
懸
命
に
耕
し
て
い

る
が
、
余
分
な
労
力
、
仕
事
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
大
雨
の
時
に

は
水
も
濁
り
、
漁
業
に
も
影
響
が
出
る

と
思
わ
れ
る
。
町
民
と
し
て
は
こ
の
よ

う
な
苦
情
を
ど
こ
に
言
っ
て
い
い
も
の

か
と
の
悩
み
が
あ
る
が
、
町
と
し
て
ど

の
よ
う
な
対
応
、
処
置
を
取
る
の
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
し
た
か
。

施
設
管
理
者
に
対
策
を　

申
し
入
れ
て
い
る

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

太
陽
光
発
電
施
設
に
よ
る
周
辺
へ
の

影
響
で
あ
り
ま
す
が
、
降
雨
時
に
は
濁

水
が
河
川
や
用
水
路
に
流
れ
込
み
、
農

業
や
漁
業
に
も
悪
影
響
が
出
て
い
る
。

　

２
つ
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
濁
水
対

策
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
、
申
し
入
れ

を
し
て
い
る
。
こ
の
申
し
入
れ
に
対
し

て
、
土
留
め
や
施
設
内
に
水
路
を
設
置

す
る
工
事
、
濁
水
流
出
を
防
ぐ
た
め
の

草
を
生
や
す
な
ど
、
濁
水
対
策
、
安
全

確
保
工
事
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
住
民
生
活
の
安

全
や
農
林
水
産
業
等
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て

は
、
そ
の
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ

う
申
し
入
れ
を
し
て
い
く
。

津
波
時
、
木
材
流
出
を　

懸
念
す
る

問　

町
内
の
木
材
の
管
理
に
つ
い
て
、

奈
半
利
港
内
、
ま
た
、
貯
木
場
に
積
み

上
げ
ら
れ
た
木
材
が
あ
る
が
、
震
災
時

に
あ
の
木
材
が
ど
う
な
る
か
と
町
民
は

大
変
心
配
し
て
い
る
。
須
崎
な
ど
で
は

木
材
の
管
理
を
徹
底
し
て
い
る
。
い
つ

来
る
か
分
か
ら
な
い
津
波
で
あ
る
か

ら
、
早
急
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
が
。

施
設
管
理
者
に
検
討
の
要
望
を

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

津
波
時
の
流
木
対
策
に
つ
い
て
は
、
須

崎
港
に
は
木
材
工
業
団
地
が
あ
り
、
原

木
が
野
積
み
さ
れ
て
い
る
。
過
去
の
津
波

で
は
多
量
の
木
材
が
流
出
し
、
建
造
物

の
破
壊
や
人
的
被
害
を
起
こ
し
た
だ
け

で
な
く
、
町
や
港
に
滞
留
し
た
流
木
が

復
旧
活
動
の
支
障
と
な
っ
た
。そ
の
た
め
、

減
災
施
設
と
し
て
主
に
津
波
に
よ
る
原

木
の
漂
流
を
防
ぐ
た
め
の
施
設
を
実
証

実
験
と
し
て
国
が
設
置
し
て
い
る
。

　

奈
半
利
港
の
木
材
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
搬
出
時
の
一
時
仮
置
き
状
況
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
が
、
な
お
奈
半
利
港
の

管
理
者
で
あ
る
高
知
県
安
芸
土
木
事
務

所
に
検
討
を
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

禦

亨

魚

享

挙挙挙挙

鋸鋸鋸鋸

虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚
虚

許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許
許

▲休耕地の有効利用…が、思わぬ弊害も



滑　議会だより　VOL.1439

町
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
道
づ
く
り
の
見
解
は

問　

町
道
大
原
西
ノ
平
線
と
国
道　

号
５５

線
の
交
差
点
、
い
わ
ゆ
る
竹
ケ
谷
橋
付

近
に
お
い
て
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る

危
険
の
一
つ
で
あ
る
交
通
事
故
が
様
々

な
原
因
で
発
生
し
て
お
り
、
交
差
点
の

形
状
や
国
道
の
カ
ー
ブ
の
見
通
し
な
ど

の
原
因
で
、
事
故
の
発
生
割
合
が
高
い

区
間
で
あ
る
。

　

当
町
の
よ
う
に
中
山
間
地
域
に
脆
弱

な
道
路
を
多
く
抱
え
る
地
方
で
は
、
効

率
や
採
算
性
を
重
視
し
た
道
路
整
備
だ

け
で
な
く
、
集
落
間
の
移
動
を
確
保

し
、
地
域
の
生
活
を
「
純
粋
公
共
財
」

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
道
路
整
備
が
早
期
に
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
施
策
へ
の

展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

国
道
出
入
り
口
を
変
更
し

安
全
確
保
を
図
る
予
定

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

町
道
大
原
西
ノ
平
線
は
、
国
道　

号
５５

線
を
起
点
と
し
て
、
町
平
野
部
と
山
間

部
を
結
ぶ
生
活
幹
線
道
路
で
あ
り
、
当

路
線
は
幅
員
が
狭
く
、
す
れ
違
い
が
困

難
で
あ
り
、
ま
た
、
線
形
が
悪
く
通
行

上
支
障
が
あ
る
た
め
、交
通
の
安
全
・
防

災
上
の
問
題
か
ら
平
成　

年
度
よ
り
改

２１

良
工
事
に
着
手
、
現
在
、
加
領
郷
小
学

校
よ
り
西
へ
約
２
・
６
㎞
詳
細
設
計
が

完
了
し
、
用
地
買
収
を
終
え
た
箇
所
か

ら
順
次
改
良
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ご
指
摘
の
竹
ケ
谷
橋
付
近
の
交
差
点

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
道
へ
出
る
際
、

左
右
の
見
通
し
が
悪
く
、
ま
た
、
冬
場

に
は
、
夕
陽
が
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
後
ろ

に
か
か
る
な
ど
安
全
確
認
が
と
り
づ
ら

く
危
険
で
あ
る
。
こ
の
た
め
国
道
へ
の

出
入
り
口
を
竹
ケ
谷
川
か
ら
東
側
に
変

更
し
、
見
通
し
を
確
保
し
て
交
通
の
安

全
を
図
る
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
、
今

後
、
詳
細
設
計
を
発
注
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

町
の
施
策
と
し
て　
　
　

取
り
組
み
た
い

答　

齊
藤
町
長

　

竹
ケ
谷
橋
付
近
の
国
道
へ
の
出
入
り

口
の
件
に
つ
い
て
は
、
指
摘
の
と
お
り

で
あ
り
、
現
在
大
原
西
ノ
平
線
に
お
い

て
は
、
計
画
な
ら
び
に
用
地
買
収
が
完

了
次
第
の
所
を
現
在
取
り
掛
か
っ
て
お

り
、
で
き
れ
ば
早
期
に
全
力
で
取
り
組

み
、
交
通
の
安
全
・
防
災
上
の
問
題
を

解
消
し
て
い
く
。
用
地
の
関
連
が
あ
る

が
そ
れ
に
も
全
力
で
取
り
組
み
、
重
点

の
所
か
ら
区
間
が
飛
び
飛
び
で
も
想
定

し
な
が
ら
早
急
に
着
手
し
た
い
。

　

ご
指
摘
の
交
差
点
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
各
関
係
機
関
と
様
々
な
協
議

を
行
っ
た
が
、
信
号
に
つ
い
て
は
、
出

入
り
口
を
利
用
す
る
住
民
戸
数
等
の
制

約
が
あ
り
、
ま
た
、
他
市
町
か
ら
見
れ

ば
こ
の
よ
う
な
場
所
に
信
号
が
必
要
な

の
か
と
の
疑
念
も
あ
る
。

　

国
道
事
務
所
等
と
も
協
議
を
行
い
、

山
側
を
切
削
す
る
施
策
も
提
案
し
た

が
、
断
ら
れ
た
経
過
が
あ
り
、
こ
の
件

に
関
し
て
は
、
町
の
施
策
と
し
て
認
識

し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　

そ
の
他
に
行
っ
た
質
問　　
　

　

農
業
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
発
揮

の
促
進
計
画
に
つ
い
て
。

岩内　　博　議員
町民の安全・安心を確保する
道づくりの早期着手を
改善策を予定している／地域振興課長

▲西方向から来る車両の確認がし難い
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個
人
及
び
町
営
住
宅
の
中
に

は
新
耐
震
基
準
を
ク
リ
ア
し

て
い
な
い
住
宅
等
が
見
受
け

ら
れ
る
が
、
今
後
の
対
応
策
は

問　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
の
一
環

で
、
ま
ず
、
第
一
に
重
要
な
こ
と
は
住

宅
の
耐
震
診
断
を
行
い
、
住
宅
の
実
態

を
把
握
し
補
強
が
必
要
な
場
合
に
は
補

助
金
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
家
屋
の

倒
壊
を
防
ぐ
こ
と
が
最
優
先
と
考
え
る

が
、
当
町
に
お
き
ま
し
て
も
昭
和　

年
５６

５
月　

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
も

３１

数
多
く
残
っ
て
お
り
、
ま
た
町
営
住
宅

の
中
に
も
対
象
に
な
る
住
宅
が
見
受
け

ら
れ
る
。

　

町
営
住
宅
の
維
持
管
理
等
は
奈
半
利

町
が
行
っ
て
お
り
耐
震
診
断
を
実
施
す

る
義
務
が
あ
る
と
考
え
る
。
現
行
の
新

耐
震
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
な
い
住
宅

と
い
う
こ
と
は
、
倒
壊
す
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
を
表
し
、
行
政
も
把
握
し
て

い
る
。
重
要
な
問
題
は
現
状
を
知
り
つ

つ
明
確
な
対
策
を
講
じ
な
い
ま
ま
現
在

も
入
居
者
を
住
ま
わ
し
、
そ
し
て
使
用

料
の
徴
収
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

　

民
法
上
に
お
い
て
も
抵
触
す
る
恐
れ

が
あ
り
実
際
地
震
が
発
生
し
入
居
者
が

現
行
の
新
耐
震
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い

な
い
町
営
住
宅
の
倒
壊
ま
た
は
崩
壊
に

よ
り
死
亡
者
が
出
た
場
合
に
は
、
そ
の

責
任
は
奈
半
利
町
に
あ
る
。
国
家
賠
償

法
が
適
用
さ
れ
る
可
能
性
が
極
め
て
高

い
と
想
定
す
る
。
そ
の
よ
う
な
事
態
に

至
る
こ
と
は
絶
対
に
回
避
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
刻
も
早

い
住
み
替
え
を
実
施
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
早
急
に
対
応
す

べ
き
で
は
？

準
備
を
進
め
て
い
る

答　

齊
藤
町
長

　

こ
れ
ま
で
耐
震
化
に
力
を
注
い
で
き

た
の
は
、
学
校
等
の
公
営
施
設
で
あ

り
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
昭
和　

年
以

５６

前
に
建
設
さ
れ
た
個
人
住
宅
や
公
営
住

宅　

戸
に
つ
い
て
は
、
進
捗
が
遅
れ
て

１４
い
る
。今
後
は
、
個
人
住
宅
、
そ
し
て
家

具
の
転
倒
防
止
等
の
対
策
も
併
せ
て
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
公
営
住
宅
の
件
に

つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
著
し
い
も
の
も

あ
り
、
住
み
替
え
等
に
つ
い
て
現
在
、

準
備
を
し
て
お
り
、
入
居
者
と
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

奈
半
利
町
例
規
集
の
不
備

を
再
度
精
査
し
適
正
な
例

規
集
に
す
べ
き
で
は

問　

地
方
公
共
団
体
と
し
て
法
令
順
守

（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
に
対
し
て
の

認
識
が
甘
い
の
で
は
な
い
か
。
当
然
皆

さ
ん
も
ご
存
じ
で
あ
ろ
う
が
例
規
集
と

は
成
文
法
で
あ
る
。
上
位
法
か
ら
い
う

と
憲
法
、
条
約
、
法
律
、
条
例
、
規
則

の
順
序
に
な
る
と
思
う
が
奈
半
利
町
の

場
合
に
は
、
条
例
、
規
則
が
関
係
し
て

く
る
わ
け
で
、
そ
の
他
の
上
位
法
に
は

何
ら
権
限
の
な
い
話
と
な
る
。

　

要
す
る
に
、
奈
半
利
町
の
根
幹
で
あ

り
法
律
で
あ
る
。
執
行
部
は
こ
の
例
規

集
に
基
づ
い
て
奈
半
利
町
の
行
政
処
分

を
行
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
町
民
・
議

会
・
行
政
の
信
頼
関
係
を
何
を
も
っ
て

測
る
か
、
そ
れ
は
、
条
例
・
規
則
に
基
づ

い
て
行
政
処
分
を
執
行
で
き
て
い
る
か

否
か
で
は
な
い
か
。
条
例
・
規
則
を
根
拠

に
是
非
の
判
断
を
し
、
行
政
処
分
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
例
規
集
に
実
態
と

整
合
性
の
な
い
条
例
・
規
則
が
現
在
も

記
載
さ
れ
て
い
る
。
過
去
の
指
摘
が
反

映
さ
れ
て
い
な
い
。「
例
規
集
は
、
公

権
力
に
対
す
る
自
己
抑
制
で
あ
る
。
以

上
で
も
な
く
、
以
下
で
も
な
い
。」
要
す

る
に
例
規
集
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
町
民
・
議
会
・
行
政
が
揺

る
ぎ
な
い
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
く

た
め
に
も
早
急
に
こ
の
問
題
を
解
決

し
、
適
正
な
例
規
集
に
す
べ
く
全
力
で

取
り
組
む
べ
き
で
は
？

総
合
的
な
判
断
の
も
と　

進
め
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

答　

齊
藤
町
長

　

法
令
順
守
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
２３

３
月
議
会
で
議
決
を
い
た
だ
き
、
整
備

を
行
っ
た
条
例
等
も
あ
る
が
、
そ
の

後
、
職
員
が
日
常
業
務
の
中
で
作
業
し

て
い
く
に
は
困
難
な
も
の
も
あ
り
、
ご

指
摘
の
よ
う
に
進
捗
が
遅
れ
て
い
る
。

国
、
県
と
の
関
連
性
も
あ
る
た
め
、
専

門
的
な
業
種
へ
の
委
託
等
に
つ
い
て
も

検
討
し
、
総
合
的
な
判
断
の
も
と
、
今

後
、
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

寺村　真吾　議員
南海トラフ地震対策で重要な、
住宅耐震の備えに問題はないか？
住み替え等の準備を進める／町長
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
実
施

を
中
止
、
撤
回
を

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
膨
大
な
個

人
情
報
を
行
政
が
一
元
的
に
把
握
活
用

す
る
も
の
で　

月
か
ら
番
号
通
知
、
来

１０

年
１
月
に
利
用
を
始
め
る
も
の
で
あ

る
。

　

そ
の
目
的
は
、
税
金
や
社
会
保
険
料

な
ど
の
徴
収
強
化
と
社
会
保
障
の
給
付

制
限
を
狙
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
上
に

ひ
と
た
び
情
報
が
流
失
す
る
と
計
り
知

れ
な
い
被
害
を
招
く
。

　

致
命
的
な
欠
陥
制
度
の
あ
る
、
実
施

を
中
止
し
撤
回
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。見
解
は
。

制
度
の
施
行
に
向
け
万
全

を
期
し
て
実
施
し
た
い

　
　
　
　
　
　

答　

濱
内
住
民
福
祉
課
長

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
社
会
保

障
、
税
制
度
の
効
率
性
と
透
明
性
を
高

め
、
国
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
公

平
公
正
な
社
会
に
す
る
た
め
の
社
会
基

盤
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
、
制
度
の
実
施
と
シ
ス
テ
ム
運

用
に
向
け
て
は
導
入
趣
旨
を
逸
脱
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
情
報
流
失
を

招
か
な
い
よ
う
注
意
深
く
慎
重
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

伊
方
原
発
再
稼
働
を
や
め
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
を

問　

伊
方
原
発
は
原
子
力
委
員
会
か
ら

事
実
上
の
合
格
通
知
が
あ
っ
た
。
伊
方

原
発
は
全
長
１
千
キ
ロ
を
超
え
る
中
央

構
造
線
が
通
っ
て
お
り
、
活
断
層
が
原

発
近
く
で
動
く
と
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８

以
上
の
地
震
が
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
福
島
の
原
発
事
故
を
繰
り
返
し

て
は
な
ら
な
い
。
伊
方
原
発
は
重
大
な

局
面
を
迎
え
て
い
る
。
再
稼
働
は
許
せ

な
い
。
原
発
を
や
め
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
に
切
り
か
え
る
べ
き
だ
、
見

解
は
。

安
全
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば

再
稼
働
は
す
べ
き
で
は
な
い

答　

太
田
総
務
課
長

　

伊
方
原
発
は
四
国
を
横
断
す
る
中
央

構
造
線
の
真
上
に
あ
り
、
も
し
大
規
模

地
震
が
あ
れ
ば
大
事
故
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
が
高
い
様
々
な
リ
ス
ク
を
抱
え

る
状
況
で
は
、
安
全
性
が
確
実
に
保
障

さ
れ
な
い
限
り
、
伊
方
原
発
は
再
稼
働

す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
は
、
原
発
に

過
度
に
頼
ら
な
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
拡
大
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

そ
の
他
に
行
っ
た
質
問　
　
　

煙
避
難
路
に
か
か
る
危
険
住
宅
除
去
と

橋
の
耐
震
補
強
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設

に
つ
い
て

煙
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
、
奨
学

金
の
拡
充
と
町
独
自
の
制
度
で
メ
ガ

ネ
購
入
補
助
と
中
学
１
年
生
に
運
動

着
費
用
１
万
円
補
助
を
。

山中　　茂　議員
マイナンバー制度実施を
中止、撤回を
制度の施行に向け万全を期したい／住民福祉課長

▲ひとたび事故が起これば…
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防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

問　

昨
今
、
都
会
・
田
舎
に
関
係
な
く

犯
罪
被
害
に
直
面
し
て
い
る
。

　

い
じ
め
や
非
行
、
犯
罪
被
害
か
ら
守

る
た
め
、
ま
た
犯
罪
予
防
・
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
も
小
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
駅
、
通
学
路
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
、

安
全
確
保
の
方
策
を

答　

田
中
教
育
次
長

　

い
じ
め
や
非
行
、
子
ど
も
に
対
す
る

犯
罪
被
害
等
が
全
国
的
に
問
題
と
な
っ

て
い
る
な
か
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
を
見
守
り
、
安
心
し
て
生
活
が
で
き

る
環
境
を
作
る
こ
と
は
、
行
政
の
責
務

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

当
町
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の

た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
巡
回
、青
少
年

育
成
町
民
会
議
に
よ
る
登
下
校
の
見
守

り
、交
通
安
全
町
民
会
議
に
よ
る
登
校

時
の
街
頭
指
導
、な
は
り
ポ
リ
ス
に
よ
る

パ
ト
ロ
ー
ル
、青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
夜
間
の
補
導
な
ど
を
実
施
。

　

ま
た
平
成　

年
度
に
は
学
校
と
警
察

２４

が
相
互
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
保
護
者

と
の
連
携
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
奈
半
利
町
学
校
・
警
察
連
絡
制

度
」
の
協
定
を
締
結
し
、
児
童
生
徒
の

健
全
育
成
に
努
め
て
い
る
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
に
限
ら
ず
防
犯
上
、
有
効
な
手

段
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
町
と

し
て
は
、
現
在
実
施
し
て
い
る
取
り
組

み
を
継
続
し
、
更
な
る
協
議
を
重
ね
て

行
政
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
の
方
策
を
考

え
て
い
き
た
い
。

パ
ト
ロ
ー
ル
等
で　
　
　

非
行
防
止
に
努
め
る

答　

竹
崎
教
育
長

　

子
ど
も
の
非
行
等
は
、
未
然
防
止
と

い
う
観
点
か
ら
、
カ
メ
ラ
で
は
な
く
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
補
導
等

で
非
行
防
止
等
に
努
め
て
い
き
た
い
。

集
落
営
農
支
援
に
つ
い
て

問　

集
落
営
農
支
援
に
関
し
て
は
、　２５

年
、　

年
、　

年
予
算
化
を
し
て
い
る

２６

２７

が
、今
ま
で
の
活
動
成
果
・
実
績
を
問

う
。ま
た
、耕
作
放
棄
地
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。今
後
、本
村
部
に
お
い

て
も
農
地
は
荒
廃
し
て
い
く
と
思
う

が
、農
業
の
担
い
手
育
成
を
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
の
か
、ま
た
集
落
営
農
会

社
組
織
に
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
、デ

メ
リ
ッ
ト
、ど
の
よ
う
な
補
助
金
を
活

用
で
き
る
の
か
。
町
と
し
て
人
材
育
成

に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。

　

年
後
、　

年
後
を
見
据
え
て
、農
業
の

１０

２０

振
興
・
育
成
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

情
報
の
共
有
、
連
携
を
図
り

担
い
手
確
保
に
取
り
組
み
た
い

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

集
落
営
農
組
織
へ
の
支
援
は
、
新
規

設
立
し
た
組
織
に
対
し
て
、集
落
機
能

の
維
持
、
集
落
の
農
地
の
保
全
、
協
同
活

動
に
要
す
る
経
費
や
新
事
業
に
取
り
組

む
場
合
の
経
費
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

支
援
実
績
で
は
、
平
成　

年
度
は
１

２５

組
織
に
１
０
０
万
円
、
平
成　

年
度
は

２６

こ
の
同
組
織
の
新
規
取
組
事
業
と
し
て

１
４
６
、
６
４
９
円
の
支
援
を
行
っ

た
。
平
成　

年
度
に
お
い
て
は
、
現
在

２７

の
と
こ
ろ
は
未
定
。

　

組
織
の
活
動
・
成
果
・
実
績
は
、
水

稲
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
ケ
ー
ル
、
果
樹
栽

培
等
の
協
業
事
業
や
鳥
獣
被
害
対
策
用

の
防
護
柵
の
設
置
・
景
観
保
全
等
の
作

業
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
補
助
事
業

を
活
用
し
た
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
取

り
組
み
、
農
地
の
再
生
利
用
に
よ
り
経

営
規
模
の
拡
大
・
拡
充
に
つ
な
げ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

集
落
営
農
組
織
を
会
社
組
織
と
す
る

一
般
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
社
会
保
障
制

度
の
適
用
に
よ
り
役
員
・
従
業
員
の
福

利
の
充
実
、
機
械
整
備
等
で
の
資
金
調

達
で
、
農
業
近
代
化
資
金
等
の
制
度
資

金
の
利
用
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
新

規
就
農
者
の
受
け
入
れ
や
雇
用
に
よ
る

人
材
確
保
、
農
地
の
権
利
取
得
等
が
可

能
と
な
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
赤
字
で
も

事
業
税
・
法
人
税
等
の
負
担
が
発
生
、
社

会
保
険
加
入
に
よ
る
経
費
・
事
務
負
担

の
増
加
や
、
会
計
・
税
務
処
理
に
よ
る
税

理
士
等
へ
の
依
頼
費
用
の
負
担
な
ど
。

　

集
落
営
農
に
対
す
る
補
助
制
度
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保

に
向
け
た
支
援
と
し
て
、
青
年
就
農
給

付
金
制
度
、
農
業
法
人
等
が
雇
用
就
農

者
を
育
成
す
る
農
の
雇
用
事
業
、
機

械
・
施
設
整
備
の
充
実
を
図
る
経
営
体

育
成
支
援
事
業
、
園
芸
用
ハ
ウ
ス
整
備

事
業
、
高
知
県
集
落
営
農
・
拠
点
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
事
業
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生
利

用
に
向
け
た
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
交

付
金
等
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

農
業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
は
、

今
後
も
引
き
続
き
、
有
利
な
補
助
事
業

を
利
用
し
て
、
就
農
研
修
や
就
農
支
援

を
行
い
、
ま
た
移
住
者
の
就
農
促
進
も

踏
ま
え
て
、
受
入
体
制
の
整
備
に
努
め

る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
情
報
の

共
有
及
び
連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
農

業
を
支
え
る
担
い
手
確
保
に
向
け
、
取

り
組
み
た
い
。 

安岡 　　健　議員
犯罪予防・安全確保の観点から
防犯カメラを設置しては
地域住民が一体となって子どもたちの安全確保を／教育次長
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田
野
井
堰
下
流
に
堆
積
し

て
い
る
大
量
の
土
砂
、
撤

去
に
つ
い
て

問　

田
野
井
堰
下
流
の
中
洲
に
は
大
量

の
土
砂
が
堆
積
し
て
お
り
、
洪
水
時
に

は
水
の
流
れ
を
妨
げ
、
従
来
の
流
道
に

変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

昔
か
ら
も
中
洲
は
あ
っ
た
が
、
現
在

の
中
洲
よ
り
も
面
積
は
広
く
、
位
置
的

に
は
西
寄
り
の
田
野
地
側
で
、
洪
水
の

影
響
も
少
な
く
、
畑
や
樹
木
も
生
い

茂
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
奈
半
利
川

左
岸
（
田
野
地
側
）
の
水
量
は
少
な
く
、

ほ
と
ん
ど
は
、
北
川
村
と
の
境
界
地
、

通
称
「
ア
イ
ガ
リ
」
方
面
か
ら
千
貫
岩

を
直
撃
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
今
で
は
、
中
洲
の
位
置
が

中
央
部
に
移
動
し
た
こ
と
に
よ
り
、
水

は
分
断
さ
れ
、
奈
半
利
川
左
岸
を
流
れ

出
る
水
量
が
増
大
し
、
こ
れ
ら
の
大
量

の
濁
流
は
突
き
出
し
（
私
た
ち
が
子
ど

も
の
頃
か
ら
の
通
称
名
）
か
ら
流
れ
出

て
、
鮎
乃
瀬
公
園
中
央
部
か
ら
下
流
を

直
撃
し
始
め
、
そ
の
位
置
か
ら
樋
ノ
口

の
森
林
鉄
道
鉄
橋
跡
の
上
流
約
２
０
０

ｍ
の
区
間
の
護
岸
を
埋
め
尽
く
し
て
い

た
砂
利
は
削
り
取
ら
れ
浸
食
が
進
み
、

危
険
な
状
態
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

こ
れ
以
上
浸
食
が
進
ま
な
い
よ
う
、

中
洲
の
土
砂
撤
去
を
早
急
に
願
い
た

い
。県

の
現
地
視
察
も
含
め
、

早
急
な
対
策
を
進
め
る

　
　
　
　
　

答　

細
川
地
域
振
興
課
長

　

平
成　

年
８
月
の　

号
台
風
に
よ
る

２６

１９

出
水
で
、
田
野
井
堰
下
流
約
２
０
０
ｍ

に
は
土
砂
、
玉
石
が
大
量
に
堆
積
し
、

河
床
が
上
が
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
局
所
的
に
は
奈
半
利
川
の
河

積
が
狭
め
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
流

れ
が
左
岸
側
に
集
中
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　

鮎
乃
瀬
公
園
中
央
部
か
ら
樋
ノ
口
の

森
林
鉄
道
鉄
橋
跡
の
上
流
２
０
０
ｍ
の

区
間
の
護
岸
に
つ
い
て
は
、
上
流
域
が

左
岸
側
を
主
流
と
し
て
流
れ
て
い
る
以

上
、
そ
う
い
っ
た
危
険
性
も
伴
い
、
こ

れ
ら
が
一
連
の
も
の
と
考
え
、
県
の
安

芸
土
木
事
務
所
に
現
地
視
察
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
要
請
し
て
い
く
。

　

な
お
、
一
時
中
止
さ
れ
て
い
ま
し
た

河
川
堤
防
の
堤
内
空
石
積
み
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
補
強
工
事
も
、
平
成　

年
度
よ

２５

り
再
開
さ
れ
、
堤
防
補
強
も
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
工
事
が
一
層
進
む
よ
う
、

働
き
か
け
て
い
く
。

現
地
を
確
認
し
て
い
た
だ
く

答　

齊
藤
町
長

　

昭
和　

年
の
５
号
、
６
号
台
風
と
、
昭

５０

和　

年
の　

号
台
風
時
に
は
、奈
半
利

５１

１７

の
水
衝
部
が
奈
半
利
地
へ
相
当
迫
り
、

北
川
村
と
の
境
界
地
の
国
道
４
９
３
号

が
水
没
し
た
経
緯
も
あ
る
。

　

堆
積
さ
れ
た
土
砂
も
、
田
野
井
堰
の

下
流
に
で
き
て
い
る
が
、
河
川
の
法
線

上
、
洪
水
の
量
に
よ
っ
て
水
衝
部
も
変

わ
っ
て
く
る
。
今
後
、
安
芸
土
木
事
務

所
に
現
地
を
見
て
い
た
だ
き
、
対
応
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

竹内　哲夫　議員
奈半利川護岸浸食は
田野井堰下の中洲が原因
県の現地視察も含め、早急な対策を／地域振興課長

▲田野井堰下流にある中洲
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発行者：中芸地区商工会　共催：奈半利町

平成27年７月６日（月）より完売次第に終了
販　売　期　間

７月13日（月）以降については、中芸地区商工会本所にて販売します。
販　売　場　所

3,500万円（4,375セット）
販　売　総　額

７月12日（日）10時～16時　中芸地区商工会　本所（田野町）にて販売
臨　時　窓　口

奈半利町民
購　　入　　者

１セット8,000円にて販売いたします。（１枚1,000円券10枚で10,000円分）
　　※ 有効期限：平成27年12月５日（土）

販　売　内　容

商品券購入者を対象にアンケートを実施致しますの
で、ご協力をお願いします。

お　　願　　い

中芸地区商工会
TEL 38－3141

お問い合わせ先

中芸地区内の「中芸地区プレミアム付商品券取扱店」のステッカーのあるお店
店名は、販売時に一覧表をお渡しします。（中芸地区商工会HPにも掲載）

使　え　る　お　店

お１人様、１セットまで（販売状況により、後日に追加購入可能とします。）
購　入　限　度

取扱店で現金と同様に使用できますが、お釣りは出ませんのでご了承ください。
転売目的での購入は禁止します。
　※本商品券は、一部ご利用できない商品がございます。
　　・事業活動に伴い使用する原材料、機器類、仕入商品等
　　・たばこ事業法第２条第１項第３号に規定する製造たばこ
　　・換金性の高い金券・収入印紙等及び有価証券
　　　（有価証券の商品券であっても使用地域が地域内に限定されるものは除く。）
　　・公的資金のはいったサービス業
　　　（例：税金、公共料金、医療保険の一部負担金等。但し、観光関連業は除く。）

使　用　方　法

「中芸地区商工会プレミアム付商品券」「中芸地区商工会プレミアム付商品券」「中芸地区商工会プレミアム付商品券」
8,000円で10,000円分も利用できて8,000円で10,000円分も利用できて
2,000円もお得!!2,000円もお得!!
8,000円で10,000円分も利用できて
2,000円もお得!!

今回の
プレミアム率は、
なんと
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中芸広域連合　介護サービス課より

介護保険料のお知らせ
65歳以上の皆さんの介護保険料をお知らせします。
　介護保険料は、本人と世帯の課税状況や所得に応じていくつかの段階に分けられ、個人ごとに
決まります。平成27年４月より段階の分け方や、基準額が変更されました。ご自身の介護保険料
を確認してみましょう。
＊基準額とは各所得段階において介護保険料を決める基準となる金額のことです。
　なお、平成27年度の介護保険料は７月中にお知らせします。

○老齢福祉年金とは…
　明治44年4月1日以前に生まれた人などで、一定所得がない人や、他の年金を受給
することができない人に支給される年金。

○合計所得金額とは…
　収入金額から必要経費に相当する金額（収入の種類により計算方法が異なります）
を控除した金額のことで、扶養控除や医療費控除などの所得控除をする前の金額。
○課税年金収入額とは…
　国民年金・厚生年金・共済年金など課税対象となる種類の年金収入額のことです。
なお、障害年金・遺族年金・老齢福祉年金などは含まれません。

65歳になる年度の保険料について
　40～64歳は医療保険の保険料に介護保険分も含まれていましたが、65歳になった月（65歳の誕生日の前日
がある月）からは介護保険料は単独で納めます（送られてくる納付書で納めてください）。
　なお、65歳になる年度は医療保険の保険料に介護保険分が含まれていますが、これは年度始めから65歳にな
る月の前月までの分を、年度末（翌年3月）までの納期にわけているためで、保険料を二重に納めているわけでは
ありません。

お問い合わせ先　中芸広域連合　介護サービス課　TEL 0887－32－1165

生活保護を受給している

前年度の合計所得金額

あなたに住民税が課税されている

前年の合計所得金額＋
課税年金収入額

前年の合計所得金額＋
課税年金収入額

80万円以下
80万円以下

80万円以上
120万円以下

120万円未満

290万円以上

120万円以上
190万円未満

190万円以上
290万円未満

120万円以上

老齢福祉年金を受給している

同じ世帯に住民税を課税をされている人がいる

はい

はい

はい

はい いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

段
階 第１段階

2,450円
（29,400円）

第２段階

3,675円
（44,100円）

第３段階

3,675円
（44,100円）

第４段階

4,410円
（52,920円）

第５段階

4,900円
（58,800円）

第６段階

5,880円
（70,560円）

第７段階

6,370円
（76,440円）

第８段階

7,350円
（88,200円）

第９段階

8,330円
（99,960円）

保
険
料
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●お問い合わせ先　　総務課　人事係
　　　　　　　　　　（TEL　３８－４０１１　FAX　３８－７７８８）
　　　　　　　　　　Email:soumu@town.nahari.kochi.jp

奈半利町職員募集の案内奈半利町職員募集の案内奈半利町職員募集の案内平成28年度採用

３　合格発表時期

　１２月上旬（予定）

１　職種、採用人員、受験資格

受験資格採用人数職　　種

・昭和６１年４月２日以降に生まれた者で、高等学校卒業ま

たは、同等以上の学力を有する者。（平成２８年３月３１日ま

でに卒業見込みの者を含む）

・地方公務員法第１６条の欠格事項に該当しない者。

若干名一般事務職

２　試験日程及び試験内容

試験内容場　　所日　　時試　　験

・一般教養試験

・事務適性検査及び職場適応性検査
奈半利町役場

１０月１８日（日）

午前９時３０分から
第１次試験

・作文

・面接
奈半利町役場１１月中旬（予定）第２次試験

※申込者数が規定以上に達した場合、試験の場所が変更になる可能性があります。

４　試験申し込み及び受付期間

　奈半利町役場総務課に備え付けの受験申込書によって申し込むこと。

　※受験申込書は奈半利町のホームページからダウンロードできます。

　　ホームページアドレス　（http://www.town.nahari.kochi.jp/）

　郵送による請求、申し込みもできます。

備　　考受付場所受付期間

・受付時間は、午前８時３０分から午後５時１５分と

します。（土曜・日曜・祝日は休みとなります）

・郵送での受け付けは期間末日の消印まで有効。

　（消印なきものは無効）

奈半利町役場

総務課

８月１０日（月）から

９月１１日（金）まで

平成２８年４月１日採用予定の奈半利町職員採用試験を次のとおり実施します。
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■実施日時　平成27年8月16日（日）　午後１時半～午後４時
■実施場所　奈半利町民会館 ２階和室　
■参加対象　奈半利町に在住・在学または在勤の１１歳（小学５年生）以上の女性｠
■定　　員　先着 ２０人｠
■受 講 料　無料｠
■持 参 品　女性：ゆかた、帯板、帯（半巾帯）、ひも３本、だて締め１本、タオル２枚（初回のみ）、肌じゅばん、
　　　　　　裾よけまたは下着として相当するもの
　　　　　　　※市販されているゆかたのセットでもかまいません。
　　　　　　　　またお持ちでない方はこちらで準備もできますので 必ず、事前にご相談ください。
■お申し込み　７月１７日（金）～８月１０ 日（月）までの午前８時30分から午後５時15分の間に
　　　　　　　電話で下記へお申し込みください。（ただし、土・日・祝日は除く。）

主催：奈半利町更生保護女性会　　　協力：奈半利町立福祉センター着付け教室

■日　時　　　　平成２７年８月１６日（日）
■プログラム　　

ゆかた着付け教室ゆかた着付け教室ゆかた着付け教室 今年のなはり港祭りには
ゆかたを着て参加してみませんか？

　着付け教室でゆかたを着て、そのまま花火を見に行こう！！
また、一度習ったけれど忘れてしまった方も、ぜひご参加ください！！

●お問い合わせ先　奈半利町立福祉センター　奈半利町乙1032－1　ＴＥＬ ３８－４２０４

１０：１５～ 宣伝パレード 役場～近隣町村
１３：３０～ 祈願祭 奈半利町漁協
１４：００～ シーカヤック競争 奈半利港
１６：３０～ 船舶パレード 奈半利港
１８：３０～ 餅投げ・各種団体踊り大会 奈半利港緑地公園
２０：００～ 花火大会 奈半利港

　　花火観覧の皆様へお願い
●交通規制、立入禁止区域等については係員の指示に従ってください。　
●風向きによっては花火のカスが落ちてきますので注意してください。　
●空き缶、紙くず等ゴミは必ずお持ち帰りください。　
●交通規制前の場所とりは危険ですので、ご遠慮ください。また通行、イベント等の妨げになる障害物につい
ては撤去させていただきますのでご了承ください。

●落下時の事故防止のため、ドローンの飛行は全面的に禁止とさせていただきます。

シーカヤック競争参加者　参加チーム募集中！！
　今年も体験型イベントとして「奈半利町港まつり　シーカヤック競争」を行います。体力に自
信のある方、チームワークに自信のあるチーム、４人一組で参加してみまんか？
　優勝者～３位までには豪華賞品を用意していますので奮って参加してください。

※詳しくは奈半利観光文化協会　シーカヤック競争　参加受付係まで（ＴＥＬ３２－１２８８）

　今年も町民の皆様、関係者の方々のご協力にて、奈半利町港ま
つりを開催することとなりました。シーカヤック競争大会、餅投げ、
奈半利町青年会による踊り大会を行います。花火大会も昨年度に
引き続き例年より増発して実施する予定ですので、奈半利港に映
える大輪の花火、音と光の競演を今年もお楽しみください。

第５２回
奈半利町港まつりの開催について
第５２回
奈半利町港まつりの開催について
第５２回
奈半利町港まつりの開催について

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・
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平成２7年度 奈半利町臨時的任用職員登録者募集平成２7年度 奈半利町臨時的任用職員登録者募集平成２7年度 奈半利町臨時的任用職員登録者募集

●ご不明な点がございましたら、奈半利町役場　総務課（ＴＥＬ ０８８７－３８－４０１１）までご連絡ください。

■申し込み方法
　役場備え付けの「登録申込書」と「履歴書」に必要事
項を記入し、履歴書には写真を貼付のうえ、総務課人
事係までお申し込みください（履歴書は任意の様式で
も結構です）。なお、提出していただいた書類は返却い
たしませんのでご了承ください。　
■採用方法
　登録申込書により登録された方の中から面接等を
行い、採用を決定します。雇用については不定期であ
り、すぐに採用されない場合があるほか、職種によって
は登録されても期間内に雇用されない場合もありま
すのでご了承ください。なお、雇用は選考によるもの
であり、登録された順番によるものではありません。
■申し込み対象者
　心身ともに健康な１８歳以上の方。

■勤務条件
　　• 職務内容／一般行政事務補助、保育士、幼稚園
　　　　　　　教諭、清掃員、給食調理員など
　　•勤務場所／本庁、出先機関または勤務（作業）現場
　　•勤務日／月曜日から金曜日の週５日以内

（職種により異なる場合があります）
　　•勤務時間／午前８時３０分から午後５時１５分まで

（午後０時から午後１時まで昼休憩）
（職種により異なる場合があります）

　　•賃金／日額６，４００円から７，９００円程度
（職種により異なります）

　　•雇用期間／原則１カ月から最大平成28年3月末までの不定期
■受付期間
　奈半利町役場総務課にて随時受け付けます。
■登録有効期限
　当該登録申込書に記入した年度中。

　奈半利町では、平成２7年度の臨時的任用職員として仕事を希望する方の登録を行っています。登録
を希望する方は、下記によりお申し込みください。
　なお、この臨時職員の登録は、町で臨時職員が必要となった時のために事前に登録するものであり、
登録された方の雇用を約束するものではありませんのでご了承ください。

｢年金情報流出｣を口実にした
“振り込め詐欺” や“個人情報の詐取”に
ご注意ください!!

｢年金情報流出｣を口実にした
“振り込め詐欺” や“個人情報の詐取”に
ご注意ください!!

｢年金情報流出｣を口実にした
“振り込め詐欺” や“個人情報の詐取”に
ご注意ください!!

●専用電話窓口（コールセンター） 　0120－818211
　　　　　　　　　　受付時間　8:30 ～21:00

　警察相談専用電話♯9110 または最寄りの警察署まで

　日本年金機構において、職員の端末に対する外部からのウイルスメールによる不正ア
クセスにより、当機構が保有している情報の一部が外部に流出したことが、５月28日に
判明しました。このうち、現時点において確認されている個人情報は約125万件です。
　該当するお客様には、基礎年金番号を変更させていただき、万全の対処を期す方針で
す。そのための準備を早急に進めてまいります。

　この年金情報流出事案に関して次のようなことはありません
●日本年金機構や年金事務所からお客様に電話することはありません。
　基礎年金番号の変更に関するご連絡は、後日、文書をお送りします。
●日本年金機構からお客様にお金を要求することは一切ありません。
●日本年金機構がお客様にATMの操作をお願いすることは一切ありません。
●お客様の個人情報（家族構成など）を確認することはありません。

　ご自宅や職場などに日本年金機構や機構の職員などを名乗る電話がかかってきたら、
迷わずにお電話ください。

日本年金機構
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※平成28年3月高等学校卒業予定者のための採用試験は、原則として平成27年9月16日以降に行います。

　　　　　●お問い合わせ先　高知行政評価事務所　行政相談課　TEL 088－824－4100
　　　　　　　　　　　　　　奈半利町役場　総務課　　　　　　TEL 38－4011

行政相談の日程が決まりました行政相談の日程が決まりました行政相談の日程が決まりました
　国の仕事、特殊法人の仕事、県や市町村が国の補助を受けて行っている仕事などについて、困りごとや
相談ごとがありましたら、お気軽にご利用ください。

８月２６日 保健センター ９：３０～１１：３０
 樋ノ口いこいの家 １３：００～１５：００
９月２４日 保健センター ９：３０～１１：３０
 法恩寺集会所 １３：００～１５：００
１０月２１日 保健センター ９：３０～１１：３０
 加領郷漁民センター １３：００～１５：００
１０月２８日 保健センター ９：３０～１１：３０
１１月２５日 保健センター ９：３０～１１：３０
 樋ノ口いこいの家 １３：００～１５：００

１２月２４日 保健センター ９：３０～１１：３０
 法恩寺集会所 １３：００～１５：００
平成２８年 保健センター ９：３０～１１：３０
１月２７日 加領郷漁民センター １３：００～１５：００
２月２４日 保健センター ９：３０～１１：３０
 樋ノ口いこいの家 １３：００～１５：００
３月２３日 保健センター ９：３０～１１：３０
 法恩寺集会所 １３：００～１５：００

日時 時間開催場所 日時 時間開催場所

　来年５月１日の町制１００周年事業で『昔の写真展』（仮題）を開催します。
　戦前、戦後頃の奈半利町を写した写真がございましたら、ぜひ、展示をさせていただきたいと思いますので、
ご家庭のアルバムから探していただけませんか。持ち込みの時期等につきましては、後日広報等でお知らせを
いたします。

昔の写真をお持ちではないですか？昔の写真をお持ちではないですか？昔の写真をお持ちではないですか？

●お問い合わせ先　　奈半利町教育委員会　　TEL　38－8188

平成２7年度『自衛官等募集』案内平成２7年度『自衛官等募集』案内平成２7年度『自衛官等募集』案内

●詳しくは自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所までご連絡ください。
　　　安芸市本町３丁目１１－５（Smile Aki前２Ｆ） 　 ＴＥＬ ０８８７－３５－２７４９
     　 　  ＵＲＬ          http://www.mod.go.jp/pco/kochi/　
　　 　　 携帯サイト　http://www.mod.go.jp/pco/kochi/itop.htm

試験日受付期間資格募集種目

11月28日9月1日〜9月30日
看護師免許を有し、保健師また
は助産師免許を有するもの（見
込含）で36歳未満の者

一般陸上自衛官
（看護）

1次 9月23日、2次 10月17〜22日
3次 11月14日〜12月17日8月1日〜9月8日高卒（見込含）21歳未満の者一般航空学生

1次 9月18・19日、2次 10月8〜14日
※いずれか1日を指定されます。8月1日〜9月8日18歳以上27歳未満の者一般一般曹候補生

28年1月9日〜11日
※いずれか1日を指定されます。11月1日〜12月4日

男子で中卒（見込含）17歳未満の、成
績優秀かつ生徒会活動等に顕著な
実績を納め、学校長が推薦できる者

推薦陸上自衛隊
高等工科
学校生徒 1次　28年1月23日

2次　28年2月4〜7日
11月1日〜
　　　28年1月8日男子で中卒（見込含）17歳未満の者一般

受付時にお知らせします。年間を通じて
　行っております。18歳以上27歳未満の者男子

自衛官候補生
9月25〜29日
※いずれか1日を指定されます。8月1日〜9月8日18歳以上27歳未満の者女子
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　気温が上昇し、夏が近づいてくると話題になるのが「熱中症」。「激しい運動や野外で大汗をかかなければ
大丈夫」と考えている方が多い中、室内で熱中症にかかる高齢者の数が近年急増しています。

熱中症に注意しましょう！熱中症に注意しましょう！熱中症に注意しましょう！

見守りネットワーク活動に関する
　　　　　　　　　　　　協定書の締結
見守りネットワーク活動に関する
　　　　　　　　　　　　協定書の締結
見守りネットワーク活動に関する
　　　　　　　　　　　　協定書の締結

　この協定書は、誰もが住み慣れた奈半利町で安心して暮らし続けられることを目指して、地域
の中で高齢者や支援者が必要と思われる世帯や子どもの安全などの見守り活動に対して、奈半利
町の事業所や商店、病院などが積極的に協力し、地域福祉の向上をはかることを目的にしていま
す。また、認知症の人の徘徊による行方不明時の捜索や不審者情報、虐待など地域で発生するさ
まざまな問題の早期発見に向けて、相互に協力していくことも目的としています。活動していた
だく協力事業者はボランティアとなります。現在、事業所を回らせていただき、協定書を順に交わ
させていただいています。
　また昨年は、地域の事業所を対象に認知症サポーター養成講座を実施し、認知症の正しい理解
と接し方などを学んでもらいました。今年度は、小学校でも認知症のキッズサポーター養成講座
を行い、地域での見守り活動が広がるような取り組みを実施していく予定です。
　住民のみなさまも地域の高齢者や子どもたちの気になることなどがありましたら、
　　●奈半利町役場住民福祉課（38－4012）　●奈半利町保健センター（38－3451）
　　●奈半利町社協（38－7346）　までご連絡ください。

■加齢による体の変化により、高齢者は熱中症にかかりやすい
　①高齢者は体の水分貯蔵量が不足している。
　②体温を下げにくく、喉の渇きがわかりづらい
　③水分が足りなくても尿はでる

■気温や湿度の高さに注意して、経口補水液で水分・塩分補給を
　①高齢者の脱水症状は水分だけでなく、ナトリウム（塩分）も不足している
　②太陽光線が当たっていなくても室温が高いときはクーラーを使用する

■経口補水液の作り方
　水１ℓに対して塩小さじ1/2杯、砂糖大さじ４と1/2を加えて混ぜるだけ！
　レモンや柚子の香りを加えれば、より飲みやすくなります！！
　作り置きはできないので、１日で飲み切るようにしましょう。
　　
　＊定期的な補給：昼間は、１時間おきくらいに１００ｍｌ、コップ半分くらいが目安です。

　（（（これからの見守りネットワーク）））  

 
PTA

ＪＡ
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会　場免許の種類日　時

高知県立大学（池キャンパス）
（高知市池２７５１−１）

第一種銃猟・第二種銃猟８月２９日（土）午前１０時〜

わな猟８月３０日（日）午前１０時〜

香美市立中央公民館

わな猟９月〜１１月実施予定
（８月下旬発表予定）

四万十町農村環境改善センター

宿毛市東部農村環境改善センター

本山町プラチナセンター

四万十市立中央公民館第一種銃猟・第二種銃猟
わな猟

１２月実施予定
（８月下旬発表予定）

高知県立大学（池キャンパス）
（高知市池２７５１−１）

第一種銃猟・第二種銃猟
わな猟

平成２８年１月実施予定
（８月下旬発表予定）

狩猟免許取得のすすめ
　　～高知県内で野生鳥獣被害が増えています～
狩猟免許取得のすすめ
　　～高知県内で野生鳥獣被害が増えています～
狩猟免許取得のすすめ
　　～高知県内で野生鳥獣被害が増えています～

平成2７年度夏期狩猟免許試験日程平成2７年度夏期狩猟免許試験日程平成2７年度夏期狩猟免許試験日程

●お問い合わせ先 　高知県産業振興推進部鳥獣対策課　（ＴＥＬ　０８８－８２３－９０３９）
　　　　　　　　　　高知市丸ノ内１－２－２０

　鳥獣被害は、農家の方の経営意欲の減退だけでなく、集落の維持にも深刻な影響を与えて
います。
　野生鳥獣被害を防ぐには、集落の防護策の整備や追い払いと併せ、増えすぎたシカやイノシ
シを捕獲により減らす、生息数の適正化が不可欠です。
　増えすぎたシカやイノシシを捕獲するため、1人でも多くの方に狩猟免許を取得していただ
きたい、と考えています。
　そこで、高知県では以下の３つの事業に取り組んでいます。

①狩猟免許を受けられる方　
　　　　高知県猟友会が実施する初心者講習受講料

７，０００円　　を補助しています。
　銃の所持を希望する方
　　　　銃所持許可にかかる射撃教習受講料

３７，０００円　　を補助しています。
②さらに、狩猟免許を取得し、狩猟登録をしていただいた方には、県内のわな名人と協力して作成した

わな猟シカ捕獲マニュアル
を 無料 で差し上げます。

③鳥獣被害のある集落(希望)に

くくりわな を 無料 で 配布 しています。
　県内で合計３，８００個配布する予定をしております。（9月中旬～）

●詳しくは　　高知県鳥獣対策課 （ＴＥＬ　088－823－9039）
　　　　　　　奈半利町役場地域振興課 （ＴＥＬ　３８－８１８２　担当：小松）

にご連絡ください。

※高知県猟友会では、各試験の１週間前に予備講習会（有料・任意）を実施しています。
　詳細は、高知県猟友会（☎ ０８８−８５６−６６４１）までお問い合わせください。
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●お問い合わせ先　高知県就職支援相談センター　ジョブカフェこうち
TEL　０８８－８０２－２０２５　FAX　088－823－7005

E-mail: info@jobcafe-kochi.jp　　URL:http://jobcafe-kochi.jp

就職に迷ったら、仕事に困ったら
　若者（40歳未満）のための就職支援相談センター

「ジョブカフェこうち」へ！　ぜひお気軽にお越しください。

就職に迷ったら、仕事に困ったら
　若者（40歳未満）のための就職支援相談センター

「ジョブカフェこうち」へ！　ぜひお気軽にお越しください。

就職に迷ったら、仕事に困ったら
　若者（40歳未満）のための就職支援相談センター

「ジョブカフェこうち」へ！　ぜひお気軽にお越しください。
■主なサポートメニュー
　▶就職相談／キャリアコンサルタント(仕事に関する
専門的な相談員】が就職のための相談、対応をし
ます。

　▶履歴書・職務経歴書の書き方指導
　▶面接指導／事前にやっておくと便利な模擬面接です。
　▶職業適性検査／所要時間10分程度の適性診断です。
　▶職業訓練情報の提供／県の職業訓練情報を提供
します。

　▶しごと体験講習／短期間の就労体験で早期就職
を応援。

　▶就職活動セミナーの実施／専門講師による就活
セミナーを行います。

※サポートメニューは全て無料です。
　詳しくは、ホームページをご覧ください。
■開所時間／午前１０時～午後７時
　　　　　　（年中無休、但し、
　　　　　　　年末年始は除く)
■設置者／高知県
■運営者／高知県経営者協会

　放送大学では、平成27年度第2学期(10月入学)の学生を募集しています。
　放送大学はテレビ等の放送や、インターネットを利用して授業を行う通信制の
大学です。
　働きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な目的で幅
広い世代、職業の方が学んでいます。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、幅広い分野を学べます。
　　○15歳以上の方なら、1科目から学習する選科履修生・科目履修生として入学できます。
　　○18歳以上の大学入学資格をお持ちの方なら、学力試験はなく、全科履修生として入学でき、4年以上在学

して124単位以上を修得し、卒業すると、学士（教養）の学位を取得できます。
　　○ひとつの分野を体系的に学びたい方には、「放送大学エキスパート」を実施しています。
　資料を無料で差し上げています。お気軽にご請求ください。放送大学ホームページでも受け付けております。

放送大学　１０月生募集のお知らせ放送大学　１０月生募集のお知らせ放送大学　１０月生募集のお知らせ

●資料請求先　　放送大学高知学習センター　　TEL　088－843－4864

出願期間
第1回=8月31日まで
第2回＝9月20日まで

平成27年度 県内一斉避難訓練平成27年度 県内一斉避難訓練平成27年度 県内一斉避難訓練

　平成23年3月11日に発生した東日本大震災では、沿
岸地域を襲った大津波により甚大な被害が発生し、多
くの尊い命が奪われたことは記憶に新しいところで
す。
　高知県においても、今後30年以内に南海トラフ地震
が発生する確率が70％程度と高まってきており、地域
ぐるみで備えをしっかりとしておくことが重要です。
　そこで、奈半利町では毎年8月30日から9月5日の
「高知県南海トラフ地震対策推進週間」に合わせて防
災訓練を実施しており、本年度も、津波や土砂災害な

どを想定した「県内一斉避難訓練」と初期消火や炊き
出し訓練などの各種訓練を行う「地域のみんなで自主
防災訓練」を実施します。
　地震発生後は、まず身の安全を確保し、揺れがおさ
まったら、ただちに安全な場所へ避難することが重要
です。住民の皆様お一人お一人が訓練を通して、避難
経路や避難場所などを確認し、また、その他地域の実
情に合わせた訓練を実施していただくことで、次の南
海トラフ地震に備えていただきたいと考えています。
　訓練への積極的な参加をよろしくお願いします。

平成27年８月30日（日）に「県内一斉避難訓練」及び「地域のみんなで自主防災訓練」を行います。

●お問い合わせ先　　総務課　　TEL　３８－４０１１
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～加領郷小学校の絵本の読み聞かせ～　「お兄さん・お姉さんみたいな小学生になりたいな！」

～幼稚園・保育所合同避難訓練～　「地震がおきても大丈夫！」

～小学校の運動会へ参加～　「小学生ってかっこいいな！」

　５月１２日（火）に、加領郷
小学校の児童が奈半利幼
稚園児の交流で絵本の読
み聞かせに来てくれまし
た。お兄ちゃん・お姉ちゃん
に、絵本を読んでもらえる
ことを楽しみにしていて、
真剣に絵本を見る姿が見
られました。きっと「あん
な小学生になりたいな！」と
憧れをもったことでしょう！

　５月２２日（金）に保育所・幼稚園合同で避難訓練を行いました。合同での避難訓練は年数回、南海トラフ巨大
地震を想定し行っています。保育所の子どもたちは避難車で、幼稚園の子どもたちは防災頭巾をかぶり避難
をしました。これからもいざという時のために繰り返し行っていきたいと思います。

　５月２４日（日）に年長組が
小学校の運動会に参加をし
ました。競技はかけっこで、
幼稚園とは違う広くて長い
トラックに驚いている様子
でしたが、みんなが腕をふり
力いっぱい走っていました。
１０月の幼稚園の運動会で
は、1年生がかけっこに参加
してくれます。これからも、
行事などを通して小学校と
も交流していきたいです。

静かに聞いて
くれて嬉しいな♪

防災ずきんをかぶって避難します！ 保育所の子どもたちは、避難車を使います！

小学生はすごいな～

お姉ちゃん読むの
上手だな！

負けないぞ！！



滑　なはり広報　No.30125

～米ケ岡での芋苗植え～　「大きくな～れ！！」

～親子参観日～　「運動会が楽しみだな！」

～１日保育者体験～　「お父さん・お母さんが先生で嬉しいな！」

　５月２８日（木）に、米ケ岡で芋苗植えを行いました。初めに苗の植え方の説明を聞き「こうやって植える
が？」「たくさんお芋できるかな！？」などと言いながら一生懸命植えていました。「大きくな～れ」と願いを込
めて、１０月の収穫を楽しみにしていた子どもたちでした。

　６月１３日（土）に親子参観日で、
幼稚園では、運動会の競技に使う
竹ポックリ・一本下駄・竹馬を作り、
保育所では愛園作業を行いまし
た。お父さん・お母さんが手際よく
作業をしながら、子どもたちもしっ
かりお手伝いをしていました。
　愛園作業では、幼稚園・保育所と
もにたくさんの保護者の方に作業
をしていただき、ありがとうござい
ました。運動会では、練習の成果を
みていただきたいと思います。

　認定こども園なはりでは、保育
者体験推進事業を実施していま
す。この事業では保護者に保育者
体験をしていただくことで、子ど
もの育ちや保育に関する保護者の
理解を深めることを目的としてい
ます。
　子どもたちと一緒に遊んだり、
絵本の読み聞かせをしていただい
たりしました。参加していただい
た保護者からは「子どもの園での
生活が分かり、とても楽しかったで
す・日頃家では見られない自分の
子どもの様子が見れてよかったで
す」との感想がありました。

これでいいかな！？
こうやって植えるんだよ！

のれるかな！？ 竹ポックリのひもをお父さんと
仲良く編んでいます！

子どもたちと真剣に作っています
　　　　　　　　　　(^o^)

おおきくなってね♪

一緒に遊んでくれて嬉しいな！

しっかりひもを
持ってよ！
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　奈半利中学校の名物行事「陣」が３年ぶりに復活
しました。様々な状況の中、中断していましたが、昨
年度の三者会で、保護者、生徒から「陣」をやってほ
しい、やりたいという要望が出されました。その後、
生徒会を中心に、話し合いを重ね、実施にこぎつけ
たものです。
　限られた時間の中、商品決定から値段つけ、仕入
れまで自分たちで苦労しながら進めてきました。
　いよいよ当日、夏の陣は実行委員会の、雨音を吹
き飛ばすような勇ましい太鼓で幕を開けました。雨
の中、次々とお客さんが体育館に来場、体育館は熱
気であふれました。屋台では各学年工夫をこらした
商品がどんどん売れていきました。
　そして、ステージでは有志により、ダンスや手品
など楽しい出し物が発表されみんなの喝采を浴び
ました。
　３時には無事終了。片付けも協力して行い、みん
なの疲れの中にもやりきった表情が印象的でした。
　ご来場くださった皆様、お手伝いくださった方、
様々な備品を貸してくださった皆様、チケット購入
にご協力してくださった皆様、誠にありがとうござ
いました。
　また一つ、奈半利中学校の歴史を刻むことがで
きました。

夏の陣復活夏の陣復活夏の陣復活
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　アメリカでは、幼稚園と小学校は一緒で、５年まで
（６年間）です。学年は９月に始まり、６月に終わりま
す。２カ月半の夏休みがあり、１週間ずつの春休みと
冬休みもあります。なので、学年は秋学期と春学期に
分けてあります。

　ちなみに、公立学校では学生服もないし、学費もあ
りません。日本では体育の授業は体育服で行います
が、アメリカではそのまま着ている服で体育をやりま
す。ランドセルの代わりに、生徒はバックパックを持っ
てきています。

　授業の内容は基本的に各州の政府、そして郡や都
市の教育委員会で決められています。だから、州によ
って異なる場合もあります。日本と同じく、国語（英
語）、算数、理科、社会、体育、工芸美術と音楽の授業が
あります。私が知る限り、家庭科の授業はありません。
外国語教育として、スペイン語や中国語を少し教えて
いる学校もありますが、小学校での特別な外国語授
業というのはかなり珍しいです。もう一つの違いは、
電卓。日本の授業で子どもたちが電卓を使うことは少
ないと思いますが、アメリカでは電卓を使うことはよ
くあることです。

　外国語授業がなくても、私の小学校では社会の授
業で外国語と外国文化と触れ合う機会がたくさんあ
りました。小学校３年生の頃、その学年に数回、社会の
授業に「国際文化日」というイベントが行われ、外国の
文化と食べ物を体験しました。日本も１回テーマにな
って、折り紙をやったり、お箸の使い方を学んだりしま

した。そのおかげで、私も子どもの時からお箸を使っ
ています。試食した食べ物の中に海苔があって、その
一枚を貰って食べましたが、味が全く分かりませんで
した。今は好きですが、その時私は日本人はなぜこの
紙の味のようなものが好きなのだろうと思いました。

　ちなみに、アメリカではほとんどの学生はお弁当
（ランチ・ボックス）を持って行っています。食堂でも
買えますが、私はあまり買ったことがありません。（そ
んなにおいしくないしね！）食堂にはテーブルと椅子
があって、全校生徒はそこで食べています。教室で食
べるのは禁止です。でも、高校の時はその辺が自由で、
教室や廊下なんかで友達と一緒に食べていました。ア
メリカのお弁当には甘いもの（キャンディーとお菓子）
は定番のようなもので、それをお昼に友達と交換した
ことも楽しい思い出です。

　アメリカの学校生活についてお話しします。
　日本と比べたら色々違いがあります。
　今回は小学校を紹介したいと思います。
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中芸観光協議会だより
　TEL　0887-38-3306　FAX　0887-38-3307
　HP　http://www.chugeikanko.com/ 
　E-mail chugeikanko@gol.com

●奈半利町海浜センター「海辺の自然学校」
　シーカヤック・シュノーケリング体験　～１０月末
●奈半利町…奈半利町港まつり／８月１６日（日）
●田野町…みんなの夏まつり２０１５／８月１５日（土）
●安田町…安田の夢まつり２０１５／８月８日（土）
●北川村…きたがわマルシェ（直販市）［場所：高知信用金庫奈半利支店東側］／

８月９日（日）９月２０日（日）
　　　　　北川村納涼祭／８月２２日（土）
●中岡慎太郎館…夏期企画展「中岡慎太郎の人脈　長州との絆」／

７月２９日（水）～９月２８日（月）
　講演会「長州が中岡慎太郎の思想に与えた影響」／８月１５日（土）
●北川村「モネの庭」マルモッタン
　モネの庭ビアガーデン／８月１日（土）
　モネの庭のトンボ観察会／８月８日（土）
　フラワーパレット　～夏の章～／～８月３１日（月）
　モネの庭　夜間開園～キャンドルナイト～／９月上旬
　秋のガーデニング教室／９月下旬
　土佐の東でｄｏ　ｓｅｅ　ｙｏｇａ（モネの庭にてヨガ体験　※要予約/主催ｈｏｍｅｂａｓｅ）／

８月２２日（土）９月５日（土）
●馬路村…馬路納涼祭／８月１５日（土）
　　　　　おしどりマラソン大会／９月２０日（日）

2015年7月発行

第 2 号
中芸観光協議会　会長

林田　千秋
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（場所：北川村「モネの庭」マルモッタン　フローラルホール
　※要入園料）

中芸食のめぐみ満祭フェア　オープニングイベント中芸食のめぐみ満祭フェア　オープニングイベント中芸食のめぐみ満祭フェア　オープニングイベント

中芸エリア パビリオン
７月１日（水）～８月３０日（日）

夏休み期間中の土日は、週替わりで夏を存分に満喫できる体験メニューをお楽しみいただけます。
■中芸夏休みまるごと体験展

7月18日（土）～12月6日（日）
魚梁瀬森林鉄道が走っていた様子を再現したジオラマを展示。

■魚梁瀬森林鉄道ジオラマ展

　５月１０日（日）北川村「モネの庭」マルモッタンにて、オープニングイベン
トを開催いたしました。皆さんのご協力のお陰で２，８００人の来場があり、無
事盛況のうちに終えることができました。
　中芸食のめぐみ満祭フェアは、１２月２３日（水・祝）まで、中芸５町村の２０

店舗以上で開催中。地域の旬の食材を使ったオリジナルメニューをご提供しています。スタンプラリーでお
店めぐりを楽しみながら、海・山・川の幸をたっぷり食べて、飲んで、体感してください。

魚梁瀬森林鉄道　アート＆ライブ

出演：坂野志麻（アコーディオン）　会場：北川村小島橋　【小島ひまわり畑イベント】も開催されます。
■平成２７年８月８日（土）　１８：００～２０：００

出演：Ｂｉｓｃｏｔｔｉ（ボーカル・ギター他）　会場：北川村加茂隧道
■平成２７年９月２６日（土）　１４：００～１６：００

　森林鉄道の遺構やそれにまつわる場所を会場にライブコンサートやキャンドルアート展を開催します。
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　本年度の東京奈半利会を下記の日程で開催することになりましたので、お知らせします。
　本会は、奈半利町出身の方で、現在関東地区にお住まいの方を中心に構成しており、年に
１度会員が集まり、故郷「奈半利」に思いを馳せて、お互いの近況などを語り合っています。会
員の方はもちろん、ご家族や会員以外の方でも結構ですので、お気軽にご参加ください。

お問い合わせ先 東京奈半利会会長　徳永　裕司
　〒257－0007　神奈川県秦野市鶴巻２０５９－４４

　☎０４６３－７８－４４９７

平成２７年度東京奈半利会の開催について平成２７年度東京奈半利会の開催について平成２７年度東京奈半利会の開催について

開催日：１０月１７日（土）　１２時から１５時
場　所：横浜崎陽軒（神奈川県横浜市西区高島２－１３－１２）
会　費：男性 ８，０００円　女性 ６，５００円
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作ってみませんか！

キャベツのスープ
野菜の旨味を活かして、うす味に仕上げていきましょう！

作り方

材料4人分　エネルギー22kcal　食塩相当量0.7g

糖尿病食＝健康食です！ 特別な食事ではありません。
　家族全員の健康管理に活かせるようにポイントを確認しましょう。

軽い労作
　デスクワーク、主婦
　25～30kcal

普通の労作
　立ち仕事が多い職業
　30～35kcal

重い労作
　力仕事の多い職業
　35kcal～

身体活動量

たとえば、身長156㎝で、普通の活動量なら
　　身長（m）×身長（m）×22＝標準体重
　　  1．56  ×  1．56  ×22＝　54㎏
　適正エネルギー量＝標準体重（kg）×身体活動量（kcal）
　　　　　　　　　　　 54（㎏）　 ×　  30（kcal）　　＝1600kcal

◎インスリンの効きがよくなります
◎高脂血症、高血圧など他の症状も改善
され、動脈硬化が予防できます！

１日分のエネルギー量が決まれば、１食あたりのエネルギー量は、その1/3が目安です！
1600kcalの人は、「1600÷3（朝・昼・夕）＝530」

⬇
　1食あたり　530kcal　の食事に近くなるように食べるとよいことになります。

～食　事　編～①

適正な
摂取エネルギー量の
食事をとる！

体重過多の人が体重を減らすと…体重過多の人が体重を減らすと…体重過多の人が体重を減らすと…体重過多の人が体重を減らすと…体重過多の人が体重を減らすと…

簡単料理の紹介

キャベツはざく切り、に
んじんは短冊切りに、ご
ぼうはせん切りにする。

鍋にコンソメスープを沸
かし、①のにんじん・ご
ぼうを入れて火が通った

ら、キャベツを入れて軽く煮込み、
塩こしょうで味を整える。

器にそそぎ、パセリを散
らす。

作り方

1
作り方

2

作り方

3

キャベツ…２枚（140g）
にんじん…４㎝（40g）
ごぼう…1/5本（40g）
＜コンソメスープ＞
　　コンソメの素…１個
　　水…600ml
塩こしょう・パセリ（乾燥）…少々

適 切 な エ ネ ル ギ ー が
摂 取 で き て い る か ？ … は
「 体 重 測 定 」 で 確 認 し ま す

冷蔵庫にあ
る野菜を色々と
入れて、具だくさ
んに仕上げてみ
るのもいいで
すね！

体重をはかる習慣をつけましょう！！

中芸地区　糖尿病教室開催

　中芸地区糖尿病教室を今年度は7月2日、奈半利
町保健センターで開催し、糖尿病に関心のある中芸
地区の住民のみなさんが集まりました。この教室で
は、糖尿病予防・合併症予防の

ための日常管理のあり方についての講話が、県立あき総合病院の医師と管理栄養士
からありました。500kcalの食事試食では、満腹感をもたらす食材の活用、食べ過ぎ
を防ぐ食べ方の講習もあり、食前食後血糖測定を行い、糖尿病のことを知って、生活
習慣を見直し、正しい食事と運動の実践に向けて学びました。
　今回よりシリーズで、その研修から学んだことをみなさんにお知らせしていきます。
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幼稚園・小学校・中学校
米ケ岡農業体験

（水）に中学校１年生、６月１
日（月）に小学校５年生が田

植え体験をしました。
　全員が泥んこになりながらも一生懸命、
手植え作業で最後までみんなで協力して小
学校・中学校とも自分たちの手で植えるこ
とができました。
　お世話になりました教育委員会の方々、
バスの運転手さん、本当にありがとうござ
いました。

小学校５年生・中学校１年生
田植え体験

　（木）に幼稚園児、６月２２
日（月）に小学校２年生が芋
の苗植えをしました。

　泥だらけになりながら一生懸命に苗を植
え、お芋が大きくなるおまじないも行い、秋の
収穫を待つこととなります。
　幼稚園児たちは、お弁当を食べたり、米
ケ岡を散歩するなど普段とは違う山の空気
を満喫していました。
　奈半利小学校２年生は天候不順のため
延期につぐ延期での実施となりましたが、子
どもたちは苗の一つ一つを丁寧に植えてい
ました。
　地域の方やサポートしていただいた方々
に感謝し、一生懸命お芋、お米を育てます。

幼稚園児・小学校２年生
楽しい芋苗植え体験

　平成２７年度幼稚園・小学校・中学校の米ケ岡での農業体験が
始まりました。今年も、幼稚園と小学校２年生がお芋の農業体験、
小学校５年生と中学校１年生が稲作体験を行います。
　この米ケ岡農業体験を通して、子どもたちに直接土に触れて、泥
んこになって、汗を流して、野菜やお米を自分たちで作り、収穫し、
それを自分たちの口に入るまでの苦労をしてもらい、収穫時、食べ
る時の喜びを子どもたちに味わってもらいたいと思います。
　苦労の中でも楽しみながら、『農業って楽しいな』と子どもたちが
言える米ケ岡の農業体験です。

▲中学校１年生▲中学校１年生

▲小学校５年生▲小学校５年生

▲小学校2年生▲小学校2年生

▲中学校１年生

▲小学校５年生

▲小学校2年生

▲▲幼稚園児幼稚園児幼稚園児

イベント
Event 5.6

月
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5/28




